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京
都
・
岩
倉
は
精
神
障
害
者
の
家
庭
看
護
の
里
と
し
て
中
世
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
。
時
代
は
く
だ
り
二
十
世
紀
に
な
る
と
そ
の
名

は
国
外
に
ま
で
及
び
、
国
外
か
ら
の
訪
問
者
も
迎
え
る
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
こ
の
〃
国
際
化
″
の
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
○

岩
倉
の
国
際
化
は
、
ま
ず
ゲ
ー
ル
（
⑦
用
一
）
と
の
類
似
性
の
認

識
が
起
点
と
な
る
。
こ
の
類
似
性
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
が
呉
秀

三
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
・
ゲ
ー
ル
に
お
け
る
精
神
障
害
者
の
家
庭

看
護
は
、
中
世
の
宗
教
的
儀
式
お
よ
び
十
九
世
紀
の
近
代
化
を
へ

て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
は
開
放
的
な
治
療
法
と
し
て
欧
米
か
ら
の

注
目
も
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
。
呉
は
、
欧
州
留
学
を
ほ
ぼ
終
え

る
頃
、
一
九
○
一
年
に
ゲ
ー
ル
を
訪
問
し
た
。
当
時
は
法
令
に
よ

り
ゲ
ー
ル
・
コ
ロ
ニ
ー
の
訪
問
は
当
局
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
、

７
二
十
世
紀
前
半
に
お
け
る
京
都
・
岩
倉
の

〃
国
際
化
″
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）

橋
本
明

ゲ
ー
ル
に
保
存
さ
れ
て
い
る
訪
問
許
可
者
の
名
簿
角
偲
冒
吊

号
の
Ｒ
Ｒ
目
の
号
ぐ
尉
詳
①
こ
》
騨
号
房
の
①
日
①
具
）
で
最
初
に
登
場
す

る
日
本
人
が
呉
秀
三
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
岩
倉
の
精
神
障
害
者
の
家
庭
看
護
は
、
近
代
医
学

か
ら
は
時
代
錯
誤
視
さ
れ
、
一
九
○
○
年
の
精
神
病
者
監
護
法
で

は
違
法
と
み
な
さ
れ
、
存
亡
の
危
機
に
あ
っ
た
。
一
方
、
一
九
○

一
年
一
○
月
末
に
帰
国
し
た
呉
は
、
翌
年
の
国
家
医
学
会
例
会
で

ゲ
ー
ル
を
早
速
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
彼
は
国
際
的
動
向
を
巧
み
に

捉
え
な
が
ら
岩
倉
を
再
解
釈
し
、
岩
倉
再
興
を
望
ん
だ
の
で
あ

る
。
呉
の
発
言
の
直
接
的
な
影
響
力
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
こ
の
時
期
以
降
、
岩
倉
病
院
の
院
長
・
土
屋
栄
吉
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
岩
倉
は
ゲ
ー
ル
と
同
一
平
面
上
に
あ
る
と

い
う
認
識
が
な
さ
れ
、
そ
の
再
生
の
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
で
い
っ

た
。

だ
が
岩
倉
の
国
際
化
に
と
っ
て
、
〃
外
国
人
に
よ
る
言
及
〃
も
不

可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
珍
重
さ
れ
た
人
物
が
ロ
シ
ア
人
医
師

ス
チ
ー
ダ
（
言
号
堅
日
聾
討
目
）
で
あ
る
。
彼
は
一
九
○
六
年
一

月
に
岩
倉
を
訪
問
し
、
同
年
ド
イ
ツ
の
Ｑ
ミ
ミ
琴
ミ
尋
曽
、
乏
国
‐

瞳
、
琶
吾
亀
一
ざ
§
画
、
忌
苫
亀
、
ご
同
ミ
ミ
蚤
、
に
《
ど
の
す
①
汁
＆
①
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扉
旨
三
画
日
①
ヨ
旨
冒
邑
》
と
い
う
論
文
を
発
表
し
、
岩
倉
を
「
日

本
の
ゲ
ー
ル
」
と
し
て
紹
介
し
た
。
こ
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
「
短
い

滞
在
期
間
で
あ
り
、
駆
け
足
で
は
あ
る
が
日
本
の
精
神
医
学
に
つ

い
て
も
概
観
し
て
お
き
た
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
で
、
呉
秀
三
、

今
村
新
吉
の
便
宜
に
あ
ず
か
り
、
東
京
と
京
都
の
精
神
病
院
を
見

学
し
た
。
こ
の
時
、
日
本
側
か
ら
「
日
本
の
ゲ
ー
ル
Ⅱ
岩
倉
」
と

い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
そ
の
訪
問
を
勧
め
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
し
、
「
日
本
の
精
神
医
学
に
つ
い
て
も
（
目
呂
冒

島
①
Ｆ
旨
三
農
己
ｇ
ゴ
①
ロ
ぐ
①
昌
堅
冒
尉
の
①
Ｑ
閉
門
四
国
・
閉
ご
と
い
う

記
述
か
ら
、
来
日
の
目
的
が
他
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

こ
れ
以
上
の
彼
の
素
性
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
わ
ず
か
の
手
が
か

り
を
も
と
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
を
繰
り
返
し
、
最
終
的

に
は
ス
チ
ー
ダ
の
子
孫
た
ち
と
メ
ー
ル
を
交
換
し
な
が
ら
、
ス
チ

ー
ダ
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
ス
チ
ー
ダ
は
一
八
七
五

年
生
ま
れ
の
バ
ル
ト
系
ド
イ
ツ
人
で
、
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
に
学
び
、

主
と
し
て
現
在
の
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
（
当
時
は
ロ
シ
ア
領
）
の
精
神
病
院

な
ど
を
拠
点
に
し
て
活
躍
し
た
医
師
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

に
留
学
の
後
、
日
露
戦
争
の
際
に
予
備
軍
医
と
な
り
、
一
九
二
○

年
に
死
去
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
推
測
だ
が
、
ス
チ
ー
ダ
に
は
軍

医
と
し
て
ロ
シ
ア
軍
捕
虜
が
残
る
日
本
各
地
の
収
容
施
設
を
訪
問

す
る
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
九
○
五
～
○
六
年

頃
の
わ
が
国
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
戦
後
処
理
を
目
的
と
す
る

ロ
シ
ア
医
師
団
の
来
日
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
伺
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
で
先
の
ス
チ
ー
ダ
論
文
が
ド
イ
ツ
の
雑
誌
に
発
表
さ

れ
た
の
が
一
九
○
六
年
七
月
一
日
で
、
岩
倉
の
名
を
海
外
に
も
た

ら
し
た
端
緒
と
考
え
ら
れ
る
。
邦
訳
が
早
く
も
同
年
一
○
月
五
日

の
「
神
経
学
雑
誌
」
に
掲
載
さ
れ
、
日
本
国
内
に
お
け
る
「
日
本

の
ゲ
ー
ル
Ⅱ
岩
倉
」
と
い
う
図
式
は
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
と
い
っ

て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
ス
チ
ー
ダ
は
、
呉
秀
三
の
意
図
を
実

現
す
る
か
の
よ
う
な
役
回
り
を
し
、
岩
倉
の
国
際
化
と
深
く
結
び

つ
い
て
記
憶
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
愛
知
県
立
大
学
）


